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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

本プロジェクト研究は，文学・文化研究の根幹をなす解釈行為を，現代のメディア技術，

とりわけデジタル・アーカイヴ（以下 DA）と情報のネットワーク化との関連において捉

え直し，DA は人文学にいかなる可能性を提起するのか，またそれによって人文学がどの

ように変容してゆくのかという問いを，ドイツ文化研究の各分野に即して具体的に考究

しようとするものであり， α） DA を自覚的かつ分析的に利用することで文化研究におい

てどのような新たな解釈行為が行われ，どのような研究上のパラダイムが発生するかを

実践研究する実証的研究と，β）これを学問史およびメディア理論の枠組みのなかに位置

づけて考察する理論的研究，さらに γ）個別の研究事例に即して DA の存在をインデック

ス化し，これをデジタル情報として公開することを 3 つの柱として進めた。研究は海外

の研究協力者および他分野（宗教学，日本学など）との密接な連携のもとに行い，国際

的かつ学際的な研究基盤の構築を図った。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔 アーカイヴの進化 〕 〔 解釈学の再規定 〕 〔 人文学の再定義 〕 
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研究【経過・成果】の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

2017年度は、2016年度末に立教大学で開催した国際シンポジウム「Interpretation nach der „digitalen Wende“（デ

ジタル・ターン以降の解釈学）」（2017 年 2 月 25 日～27 日，太刀川記念館 3 階多目的ホール）の成果を踏まえ、

2017 年 9 月に国際ワークショップ「人文学とデジタル・メディア」を開催（9 月 19 日）、それと前後して研究

会を行なった（9 月 18 日・20 日）。ただし、このワークショップは、予定していた海外からの研究協力者 2 名

が、それぞれやむを得ない健康上・職務上の理由により急遽参加を取りやめざるをえなくなったため、当初の計

画を大幅に見直すこととなった。そのため、年度後半の研究計画を一部手直しし、研究代表者および一部の分担

者がワークショップに参加できなかった研究協力者をその研究機関（ドイツ）に訪ね、研究打ち合わせと追加の

資料調査・収集を行うというやりかたに切り替えた。以下，時系列に沿ってプロジェクト全体の研究経過を概観

し（①～⑤），それに続いて研究代表者・分担者が個別に遂行した研究内容について略述する（⑥）。 

① 2017 年度前半は、2 月に行われた上記国際シンポジウムで確認された研究方針に従い、9 月の研究会および

ワークショップに向けて、隔月（4 月、6 月）に研究代表者・分担者全員が参加する会合を持ち、「研究の概

要」に記したα）の個別事例に即した実証研究と、β）理論的研究を中心に意見交換を行うとともに、ワー

クショップの内容の詰めを行った。また、国際シンポジウムの成果を報告書としてまとめ、立教大学ドイツ

文学研究室刊行の『ASPEKT』51 号に掲載した(『デジタル･ターン以降の解釈学』、『ASPEKT』51 号、41－

58 ページ)。 

② 9 月 19 日に開催した研究会と国際ワークショップは、上記のように予定していた海外からの参加者 3 名の

内 2 名の来日が開催直前に不可能となったため、ワークショップのテーマを「Regionalwissenschaften nach der 

„digitalen Wende“（デジタル・ターン以降のエリア・スタディーズ）」としてプログラムを組み直した。講師

として、ベルリン・フンボルト大学ハラルト・ザロモン（Harald Salomon）博士（日本学）を招聘した。当日

のプログラムは以下の通り：日時：2017 年 9 月 19 日（火）14:00-18:00、場所：池袋キャンパス太刀川記念

会館 3 階多目的ホール、プログラム：14:00 受付開始、14:30-15:30  発題講演 ハラルト・ザロモン（Harald 

Salomon）博士（ベルリン・フンボルト大学日本学科）「ベルリンにおける森鷗外ポータルと日本研究」（Mori 

Ogai Portal und Japanologie in Berlin）、15:30-15:45  休憩、15:45-16:45  発題に対する応答（コメント）前田良

三（研究代表者）、16:45-17:00  休憩、17:00-18:00  質疑応答・討論。ザロモン氏の講演は、ドイツの日本学

における研究のデジタル化の具体例として、フンボルト大学附属森鷗外記念館が運営する森鷗外ポータルを

取り上げ、そのコンセプトと構造を具体的に説明するとともに、ポータルによる情報のデジタル・ネットワ

ーク上での可視化がもたらしたあらたな研究動向の例として、ヨーロッパ美術史、メディア文化論の研究者

と日本学の専門家との共同研究プロジェクトの内容が示された。講演に続く質疑では、データのデジタル化

がヨーロッパにおける日本研究という専門性の高い分野をさらに他分野との共同研究へと開いてゆく可能

性への展望、またドイツの日本学における事例が、デジタル・アーカイヴ化の立ち遅れが指摘される日本の

ヨーロッパ研究にとってどのような示唆を与えるかという点を中心に、討議が行われた。とりわけ、ドイツ

でも Heidelberg、Göttingen の両大学図書館および Wolfenbüttel 図書館のサイト、マックス・プランク研究所

が関わるEuropean Cultural Heritage Online (ECHO)など、研究資料・データの大規模なデジタル・アーカイヴ

のプロジェクトが進行しつつある現状に鑑み、それを可能にしている行政の支援体制、さらには、ドイツに

おける文書資料のアーカイヴ化の歴史（とりわけ、各自治体や研究組織における文書館の伝統的機能と位置

づけ）について、意見交換が行われた。なお、この国際ワークショップは、ドイツ語での集中的討議を行う

ため、非公開としたが、首都圏を中心に、他大学・他研究機関からもドイツ文学・文化、日本文学・文化の

分野から 30 名を超える参加者があったことを付記する。 

③ 国際ワークショップの前日および翌日に開催した研究会には、ザロモン氏と研究代表者・分担者が参加し、

2 月の国際シンポジウムにおける中心的論点、特にデジタル・アーカイヴ（およびいわゆるビッグ・データ）

が、人文学においてこれまで解釈行為が担ってきた中心的役割の根本的な見直しを迫っていると言えるかど

うかという問題について、それぞれの研究領域での事例に基づく報告と討議を行った。そこで得られた認識

は、以下のように要約される。（A）デジタル・アーカイヴを前提とする場合でも、個別の文学作品や思想表

現、文化現象に対する意味付けの行為としての解釈作業が中心となることに変わりがないものの、（B）それ

らの個別の事象がとりわけ創造的個別性として認知される前提となる表現の「標準」的あり方は、データの

量的処理によって、従来よりも飛躍的に具体的かつ分析的に記述可能となり、さらに（C）作品や表現の個

別性が、そうした標準からの偏差として量的に「提示」されうるものとなる場合、そうした量的偏差そのも

のが新たな解釈の対象となるのではないかと予想される。その理由として、（D）デジタル・アーカイヴを前

提とするデータ発掘（Data mining）や、アルゴリズムによるデータ解析は、一方で分析結果の説得性（これ 
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まで人文学における「客観的実証性」と言われてきたもの）を飛躍的に高めうる可能性を持っているが、

そうした量的解析の結果が有意味性を獲得する前提となる「意味付け」の枠組み自体は、常に研究者の主

観性を伴う「解釈」によって産出されるという点が挙げられる。また、（E）現状では大量のデータ解析を

行うアルゴリズムそのものの検証は、研究者にとって実質的には不可能と言わざるを得ず、ここに情報理

論の研究者と人文学の研究者の組織的な共同研究の課題が存するということになる。なお、ドイツ文学・

文化の個別研究分野に即して言えば、（F）中世・近世初期の文学テクストの分析、ならびに広義の社会文

化現象を背景に文学・思想を考察する研究の場合、さらには、文学・思想と同時代の他のジャンルのテク

ストの相関性に着目する「ディスクール分析」において、デジタル・アーカイヴが研究上大きな可能性を

持つのに対し、個別作品の価値に関わる研究（批評および内在解釈）においては、デジタル・アーカイヴ

はあくまで研究上の補助手段にとどまるケースが多い点も確認された。 

④ 研究代表者前田と分担者坂本は、2017 年 9 月 30 日岡山大学、および 10 月 1 日日本独文学会秋季研究発表

会（広島大学）において、他研究機関の研究者と、本プロジェクト研究を踏まえた共同研究の立案と細部

の画定のための意見交換を行った。本研究の展開として、2018～2021 年度の科研費（基盤（B））を申請し

た。 

⑤ 昨年度積み残していた作業として、ドイツ文学・文化研究の各分野におけるデジタル・アーカイヴ化の状

況の把握と、そのインデクス化がある。本年度は、研究代表者・分担者がそれぞれ個別的実証研究で得ら

れた各分野のデジタル・アーカイヴ化状況に関して、研究会を通じて情報共有を図った上で，インデック

ス化の作業に着手している。特に、インデックス化に当たってどのような検索項目を盛り込むかに問題を

絞り込み，中世，近世，近・現代の文学・文化研究の各々の分野から一つの事例を選択してインデクス化

のモデル構築の準備を進めた。 

⑥ 上記共同研究と平行して、研究代表者・分担者は個別に以下の研究活動を行った。（１）研究代表者前田

は、2017 年 11 月、ドイツ（フランクフルト大学、ベルリン・フンボルト大学、テュービンゲン大学）お

よびオーストリア（ウィーン大学）において、ワークショップ参加を予定していた研究協力者との意見交

換を行うとともに、ベルリン・フンボルト大学における国際シンポジウムにおいて、本プロジェクトの成

果の一部を、「人文学のデジタル的転回とアジア・ジャーマンスタディーズ」のテーマで発表した。（２）

研究分担者副島は、ドイツ（ヴッパ―タール）を中心に、2017 年 4 月から 8 月にかけて数次にわたり、身

体文化・表象文化研究（舞踏研究）の現状とデジタル・アーカイヴ化された研究資料の調査を行った。（３）

同新野は、2017 年 8 月、同じくドイツ（ベルリン・ドレスデン）において、表象研究（演劇）分野のデジ

タル・アーカイヴの状況の調査を行った。（４）同井出は、2017 年 5 月ロストック大学にて中世後期の印

刷出版物におけるデータ保持・拡散の変化について口頭発表を行い、8 月ドイツ語研究所（マンハイム）

において研究資料調査に従事した。（５）同坂本は、2017 年 11 月ボン大学において資料調査を行い、意見

交換を行った。（６）同浜崎は、ドイツにおける、移民問題、難民問題をテーマとした文学作品、演劇など

の文化表象について、デジタル化された資料の調査を行うとともに、ストックホルム・ウプサラ大学での

研究打ち合わせを行った。これら個別研究の成果については、次の「研究発表」を参照されたい。 

以上の共同研究および個人研究を通じて、本プロジェクト研究の目的の一つである、国際的・学際的研究基盤

の構築に関して、ドイツ（ベルリン･フンボルト大学、ボン大学、テュービンゲン大学、ケルン大学、ミュン

ヘン大学、フランクフルト大学）、オーストリア（インスブルック大学、グラーツ大学）、アメリカ合衆国（カ

リフォルニア大学アーヴァイン校）の研究者との緊密な協力関係体制とネットワークを構築することができ

た。また、学際的にも、日本およびドイツ語圏の日本学、宗教学、言語学の各分野との共同研究についても、

一定の成果をあげることができた。 

 

※  こ の（様式２）に記入の【経過・成果】の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控

え期間等を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
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研究発表（研究によって得られた研究経過・成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い

場合は主要なものを抜粋してください。） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

①  

-Manshu  Ide :  Absch r i f ten  des  Men te l in -B ibe ldrucks–  Zu r  Funk t ion  hand sch r i f t l icher  Übe r l ie -

fe rung  im Ze i t a l te r  de s  Buchd rucks  –  In :  Neue  Bei t räge  zu r  Germanis t ik .  Bd .  16 ,  Hef t  1  

( In te rna t iona le  Aus gabe  von  „Doi t su  Bun gaku“) ,  S .  146 -165  

-坂本貴志「ヒメラのペトロンと「母たち」－世界の複数性の時代におけるゲーテのオ

リエント観」、『シェリング年報』 25 号、 2017 年、 55－ 59 頁  

-浜崎桂子「『恐れ』の言説との戦い方――挑発的な『引用』の功罪  ファルク・リヒ

ター『ＦＥＡＲ』をめぐって」『ドイツ研究』（日本ドイツ学会）第 52 号 2018 年 ,  8－

25 頁  

②  

-Ryozo Maeda :  Kokugaku  und  d ie  deutsche  Romant ik :  Zur  Format ion  des  

kul turwissenschaf t l i chen  Japan -Diskurses  aus  der  Analogie .  In :  Rel igion ,  Pol i t i k  und  

Ideologie :  Bei t raege  zu  e iner  kr i t i schen Kul turwissenschaf t .  Fes t schr i f t  fuer  Klaus  Antoni  

zum 65.  Gebur t s tag .  Hg.  von  Michae l  Wachutka ,  Monika  Schr impf ,  Bi rgi t  S taemmle r.  

München:  i udic ium 2018,  405  Sei ten ,  S .  XXX – S.  YYY.  

-Ryozo  Maeda :  Von de r  Kul tu rsp rache  zu  Sp rachkul tu ren?  Deutsche  Sprache  und  German is t ik  

aus  japan ischer  S ich t .  In :  Gol ts chn igg ,  Die tmar  (Hg. ) :  Wege des  D eut schen .  Deu tsche  Sprache  

und  German is t ik -S tud ien  aus  in t erna t ionale r  S ich t .  Tübingen :  S tau ffenbu rg  Ver lag  2017 ,  475  

Se i ten ,  S .  333 -339 .  

-副島博彦）「『人造人間』の誕生 —近代の身体文化」、松井孝典編『全・地球学』、ウェッ

ジ、 2018、 46－ 47 頁  

-新野守広「東西分断時代のドイツ」（『知ってほしい国ドイツ』（高文研）、 2017 年、 68－

75 頁）  

-新野守広「エネルギーの交感－異色の現代能『ハムレットマシーン』」（『「現代能楽集」

の挑戦－錬肉工房 1971～ 2017』（論創社）、 2018 年 4 月刊行予定、 51－ 61 頁）  

③  

-R egiona lwissenschaf t en  nach  de r  »d ig i ta len  Wende«: In te rna t iona les  Workshop  des  SFR -

Pro jek ts  der  R ikkyo -U nive rs i tä t ,  Tokyo  (19 .  Sep tember  2017 )  

④   

-Ryozo  Maeda :  Wissenscha f t sgesch ich t s fo rschung  und  As ian  German S tud ies .  Inv i ted  Lec ture ,  

S tud ien tag  "As ian  German S tud ie s"  -  Methoden ,  Gegens tände ,  Z ie le .  3 .  Deu t sch -A sia t i s cher  

S tud ien tag  Li te ra tu rwissenschaf t .  E ine  Koopera t ion  der  Fr ied r ich  Sch lege l  Graduie r tenschule  

(Fre ie  Univer s i tä t  Be r l in )  und  der  Mor i -Ô ga i -Gedenks tä t te  (Humbold t -Un ive rs i tä t  zu  Be r l in ) ,  

geha l t en  am 03 .  11 .  2017 ,  Mor i -Ôga i -Gedenks tä t te ,  Ber l in .  

-Ryozo  Maeda :  Reg iona l s tud ies  nach  de r  „d ig i t a l en  Wende“ .  E in führung  in  da s  Workshop  des  

SFR -Pro jek t s  de r  R ikkyo -Univer s i t ä t ,  Tok yo  (19 .  09 .  2017 ) .  

-H iroh iko  Soe j ima : Überse tzung  und  Choreo graphie  im Fa l l  von  P ina  Bausch（講演），ボン

大学（ドイツ） 2017 年 6 月 29 日  

-坂本貴志「世界の複数性と永遠の哲学－ゴットシェートと山片蟠桃  」、日本 18 世紀学会

第 39 回全国大会、立教大学、 2017 年 6 月（学会発表）  

 

 


